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台
風
・
高
潮

で
は
沼
川
や
潤
井
川
の
河
口
か
ら
大
波
が
入

り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
被
害
地
域
は
、
前
田

新
田
か
ら
四し

軒け
ん

屋や

ま
で
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

及
び
ま
し
た
。
新し

ん

浜ば
ま

、
前
田
新
田
な
ど
は
一

帯
が
砂
原
の
よ
う
に
な
っ
て
、
家
は
壁
が
壊

れ
た
り
傾
い
た
り
し
て
、
多
く
の
犠
牲
者
が

出
ま
し
た
。

　

ま
た
、元
吉
原
村
鈴
川
の
砂
山
地
区
で
は
、

財
界
人
な
ど
の
別
荘
地
が
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
鈴
川
停
車
場
や
近
く

の
旅
館
、
運
送
店
、
飲
食
店
な
ど
も
浸
水
し
、

荷
物
な
ど
は
塩
水
に
侵
さ
れ
て
大
損
害
と
な

り
ま
し
た
（
写
真
上
）
。

■
海
嘯
碑
の
建
立

　

海
嘯
被
災
の
惨
状
が
新
聞
な
ど
で
全
国
に

報
道
さ
れ
る
と
、
各
方
面
か
ら
の
義
援
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。
明
治
天
皇
、皇
后
両
陛
下
、

皇
太
子
殿
下
か
ら
も
被
災
地
に
見
舞
金
が
届

き
ま
し
た
。

　

犠
牲
者
の
霊
を
弔
う
た
め
に
吉
原
町
の
消

防
組
が
中
心
に
な
り
、
1
8
9
9
年
12
月
、

鮫
島
の
林
正
寺
に
海
嘯
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
（
写
真
左
）。
こ
の
碑
に
は
、
海
嘯
に
よ
る

生
々
し
い
被
害
惨
状
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　　

古
く
か
ら
高
潮
・
高
波
に
よ
る
被
害
を
数

多
く
受
け
て
き
た
富
士
海
岸
は
、
現
在
高
さ

17
メ
ー
ト
ル
の
堤
防
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
田
子
浦
村
と
元
吉
原
村
の
被
害

　

海
嘯
と
は
、
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ
り
満

潮
時
に
起
こ
る
高
潮
が
河
川
を
さ
か
の
ぼ
る

現
象
の
こ
と
で
す
。

　

1
8
9
9
年
10
月
、
田
子
浦
村
や
元
吉
原

村
鈴
川
沿
岸
一
帯
に
台
風
の
影
響
に
よ
る
海

嘯
が
押
し
寄
せ
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。当
時
の
様
子
は
、『
富
士
郡
田
子
浦
村
誌
』

や
当
時
田
子
浦
小
学
校
長
だ
っ
た
鈴
木
七し

ち

四し

郎ろ
う

が
編
さ
ん
し
た
『
田
子
浦
海
嘯
始
末
』
に

詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
海
嘯
に
よ
り
、
田
子
浦
村
で
は
北
側

の
集
落
の
交
通
が
遮
断
さ
れ
、
西
側
の
五
貫

島
や
三さ

ん

軒け
ん

屋や

で
は
堤
防
が
破
壊
さ
れ
、
東
側

田
子
浦
の
海か

い

嘯し
ょ
う（
高
潮
）

●
中
吉
原
宿

　

依
田
橋
村
の
外
れ
か
ら
左
富
士
神
社
を

巡
り
、
津
田
方
面
に
向
か
っ
て
新
し
く
中

吉
原
宿
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

『
田
子
の
古ふ

る

道み
ち

』
に
よ
る
と
、「
1
6
8
0

年
9
月
の
延
宝
の
高
潮
に
よ
り
、
宿
場
の

家
並
み
は
全
滅
し
、
多
く
の
死
者
が
出
た

も
の
の
、
約
1
5
0
人
が
舟
で
悪あ

く

王お
う

子じ 

の
森（
現
在
の
左
富
士
神
社
）に
避
難
し
た
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
左
上
図
参
照
）。

●
新
吉
原
宿

　

中
吉
原
宿
も
約
40
年
で
終
わ
り
、
1
6

8
2
年
に
伝
法
・
依
田
原
（
現
在
の
吉
原

商
店
街
）
へ
新
吉
原
宿
と
し
て
移
転
し
ま

し
た
。
新
吉
原
宿
は
、
幕
府
か
ら
「
吉
原

宿
の
人
た
ち
が
望
む
と
こ
ろ
を
探
せ
」
と

い
う
指
示
を
受
け
て
、
延
宝
の
高
潮
で
流

さ
れ
た
住
宅
が
止
ま
っ
た
と
こ
ろ
（
現
在

の
吉
原
宝
町
）
を
東
境
に
し
ま
し
た
。

　

17
年
後
、
延
宝
の
高
潮
よ
り
60
〜
90
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
高
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

新
吉
原
宿
も
浸
水
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

宿
場
を
移
転
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
は

な
か
っ
た
の
で
、
新
吉
原
宿
の
住
民
は
胸

を
な
で
お
ろ
し
た
と
言
い
ま
す
。

　

吉
原
宿
は
、
風
波
や
高
潮
の
被
害
に
よ

り
移
転
を
繰
り
返
し
て
き
た
の
で
す
。

駿
河
郷
土
史
研
究
会 

渡
邊
誠
さ
ん
が
語
る

「
吉
原
宿
」
災
害
と
の
戦
い
の
歴
史

災害史の執筆に携わっ
た駿河郷土史研究会
渡邊誠さん（今井1）

●
元
吉
原
宿

　

元
吉
原
宿
は
、
現
在
の
田
子
の
浦
港
の
東

側
に
あ
っ
た
「
見み

附つ
け

」
の
宿
が
、
風
波
の
被

害
を
受
け
て
東
へ
移
転
し
、
今
井
村
と
一
緒

に
な
り
、
1
6
0
1
年
に
徳
川
家
康
か
ら
宿

場
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
元
吉

原
地
区
は
砂
丘
地
帯
の
た
め
、
砂
が
家
の
中

に
始
終
舞
い
込
み
、
1
6
3
9
年
ご
ろ
に
は

砂
山
が
崩
れ
て
駅
舎
を
埋
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。
徳
川
幕
府
は
宿
場
の
移
転
を
決
め
、
元

吉
原
宿
の
歴
史
は
約
40
年
で
終
わ
り
ま
し
た
。延宝の高潮による中吉原宿周辺の被害状況

鈴川停車場（現在のJR吉原駅）の浸水

海嘯碑

新吉原宿

元吉原宿
浮島沼

あた

中吉原宿

駿河湾

　

私
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
先
祖
代

代
元
吉
原
地
区
に
住
ん
で
い
た
こ
と
な

ど
が
き
っ
か
け
で
、
10
年
以
上
前
か
ら

吉
原
宿
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
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●
も
と「
富
士
の
災
害
史
」
を
発
行
し
ま
す

特集／富士市の災害の歴史

■
富
士
川
の
洪
水

　

富
士
川
は
日
本
三
大
急
流
の
一
つ
で
、
大

雨
の
た
び
に
洪
水
と
な
り
流
路
を
変
え
て
き

ま
し
た
。
流
域
に
住
む
人
は
、
常
に
暴
れ
川

「
富
士
川
」の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

『
宮
下
区
誌
』
や
宮
下
山
神
社
「
水
難
記

水
害
、
富
士
山
の
噴
火

　
今
回
の
災
害
史
は
、
過
去
に
市
域
が
見

舞
わ
れ
た
災
害
を
皆
さ
ん
に
親
し
み
や
す

く
理
解
し
て
も
ら
い
、
防
災
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
ま
と
め
ま
し
た
。
　

　
私
た
ち
は
、
大
災
害
の
実
体
験
を
知
ら

ず
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
富
士
市
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
地
震
や
津
波
は
過
去
に
繰
り
返

し
起
き
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
被

害
と
あ
わ
せ
て
教
訓
と
し
て
、
予
想
さ
れ

る
東
海
地
震
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
過
去
に
富
士
市
は
地
震
だ
け
で

は
な
く
、「
風
水
害
の
被
害
が
大
き
か
っ

た
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、「
川
は
昔
の
流
れ
を
覚
え
て

い
る
」
と
言
い
ま
す
。
過
去
の
被
害
状
況

や
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
分
の

住
ん
で
い
る
土
地
の
状
況
と
照
ら
し
合
わ

せ
、
か
つ
て
川
だ
っ
た
場
所
な
ど
は
危
険

性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　
若
い
人
を
は
じ
め
多
く
の
人
に
こ
の
災

害
史
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
防
災
対

策
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

防
災
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し
い

●
中
吉
原
宿

　

依
田
橋
村
の
外
れ
か
ら
左
富
士
神
社
を

巡
り
、
津
田
方
面
に
向
か
っ
て
新
し
く
中

吉
原
宿
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

『
田
子
の
古ふ

る

道み
ち

』
に
よ
る
と
、「
1
6
8
0

年
9
月
の
延
宝
の
高
潮
に
よ
り
、
宿
場
の

家
並
み
は
全
滅
し
、
多
く
の
死
者
が
出
た

も
の
の
、
約
1
5
0
人
が
舟
で
悪あ

く

王お
う

子じ 

の
森（
現
在
の
左
富
士
神
社
）に
避
難
し
た
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
左
上
図
参
照
）。

●
新
吉
原
宿

　

中
吉
原
宿
も
約
40
年
で
終
わ
り
、
1
6

8
2
年
に
伝
法
・
依
田
原
（
現
在
の
吉
原

商
店
街
）
へ
新
吉
原
宿
と
し
て
移
転
し
ま

し
た
。
新
吉
原
宿
は
、
幕
府
か
ら
「
吉
原

宿
の
人
た
ち
が
望
む
と
こ
ろ
を
探
せ
」
と

い
う
指
示
を
受
け
て
、
延
宝
の
高
潮
で
流

さ
れ
た
住
宅
が
止
ま
っ
た
と
こ
ろ
（
現
在

の
吉
原
宝
町
）
を
東
境
に
し
ま
し
た
。

　

17
年
後
、
延
宝
の
高
潮
よ
り
60
〜
90
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
高
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

新
吉
原
宿
も
浸
水
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

宿
場
を
移
転
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
は

な
か
っ
た
の
で
、
新
吉
原
宿
の
住
民
は
胸

を
な
で
お
ろ
し
た
と
言
い
ま
す
。

　

吉
原
宿
は
、
風
波
や
高
潮
の
被
害
に
よ

り
移
転
を
繰
り
返
し
て
き
た
の
で
す
。

災害史を監修した
富士常葉大学

水
害
、
噴
火

念
碑
」
に
よ
る
と
、「
1

9
1
0
年
8
月
、
大
雨

で
宮
下
の
堤
防
が
決
壊
。

富
士
川
か
ら
の
濁
流
が

宮
下
・
森
島
・
五
貫
島

な
ど
を
襲
っ
た
た
め
、

人
家
は
流
失
し
、
田
畑

は
荒
地
に
な
っ
た
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
（
写

真
上
参
照
）。

■
宝
永
山
出
現
『
富ふ

嶽が
く

百
景
』

　
　
　
（
富
士
市
立
博
物
館
蔵
・
写
真
左
）

　

宝
永
の
噴
火
は
、
1
7
0
7
年
11
月
に
起

こ
り
、
火
山
性
地
震
の
揺
れ
と
富
士
山
頂
の

南
東
側
か
ら
の
激
し
い
爆
発
が
、
16
日
間
に

わ
た
り
続
き
ま
し
た
。

　

こ
の
噴
火
は
、
同
年

10
月
4
日
に
東
海
・
南

海
地
域
に
宝
永
地
震
が

起
こ
っ
て
か
ら
わ
ず
か

49
日
後
の
こ
と
で
し
た
。

宝
永
山
は
こ
の
噴
火
に

よ
っ
て
出
現
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
■
　
文
化
振
興
課
　
1（
55
）2
8
7
5
5（
53
）0
7
8
9

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　  
Eky-bunkashinkou@

div.city.fuji.shizuoka.jp

●『
過
去
に
学
ぶ
〜
富
士
の
災
害
史
』

○
内
容
／
序
文
、
①
地
震
・
津
波
、
②
水

　
　
害
、
③
台
風
・
高
潮
、
④
富
士
山
の

　
　
噴
火
、
⑤
火
災
の
5
章
で
編
成

○
監
修
／
重
川
希
志
依
富
士
常
葉
大
学
教
授

○
執
筆
／
駿
河
郷
土
史
研
究
会

○
編
集
／
文
化
振
興
課

○

規
格
／
A
4
判
78
ペ
ー
ジ

○
発
行
日
／
3
月
1
日
（
金
）

○
発
行
部
数
／
5
0
0
0
部
　

　

今
回
の
『
過
去
に
学
ぶ
〜
富
士
の
災
害

史
』
の
発
行
に
あ
わ
せ
て
、
災
害
史
本
体

の
内
容
を
地
図
情
報
に
集
約
し
た
概
要
版

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
発
行
し
ま
す
。

●
富
士
の
災
害
史
概
要
版

  

　
『
過
去
に
学
ぶ
〜
富
士
の
災
害
史
』

○
内
容
／
富
士
市
の
地
図
を
も
と
に
、
過

　
　
去
の
災
害
の
要
点
な
ど
を
紹
介

○

規
格
／
A
4
判
両
面
4
ペ
ー
ジ

○
発
行
日
／
3
月
1
日
（
金
）

○
発
行
部
数
／
1
万
部
　

富士郡加島村宮下水害家屋の一部宝永山出現『富嶽百景』

★
配
布
方
法
★

　
『
過
去
に
学
ぶ
〜
富
士
の
災
害
史
』
と

　
「
富
士
の
災
害
史
概
要
版
」
は
、
市
内

　
学
校
や
公
共
施
設
な
ど
に
設
置
す
る
ほ

　
か
、
文
化
振
興
課
（
市
役
所
7
階
）
で

　
希
望
者
に
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

重
しげ

川
かわ

希
き

志
し

依
え

教授


